
＜ｸﾌﾞｱｶｽｶｼﾊﾞﾌｪﾛﾓﾝﾄﾗｯﾌﾟ設置＞
・年１回発生。終齢幼虫が 10 月頃被害樹から土中に
移動し、地表数㎝下に土繭をつくり越冬。

・成虫は５月下旬頃から羽化し始め、８月下旬頃ま
で産卵。体長約３cm、翅は透明で外観はスズメバ
チに似ている。

・休眠期に粗皮削りを行い食入部の早期発見や枝幹
部への薬剤のかかりを良くする。

・幼虫発生始期から落花 10 日後（果粒の小豆大期）
までと７月下旬から８月上旬
（袋掛け後）の２回が重点防除
時期。幼虫の食外部を見たら捕
殺する。

＜せん定枝バイオ炭の土壌還元＞
１００ｋｇ／10ａ／年
※施用前に土壌ｐＨ値要確認

「やまなし４パーミル・イニシアチブ」アチーブ
メント認証基準に準じ設定
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自発休眠期 他発休眠期 発芽・枝葉拡大期 成熟期 養分蓄積期

１月 2月 3月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

せん定

誘引

芽かき

誘引

花穂整形
摘粒

袋かけ・笠かけ

摘芯

収
穫

ちちぶ山ルビー 施肥・土づくり指針
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＜土壌診断に基づく有機質資材の投入＞
例）モグラ堆肥Ｖ 200kg/10a

自家製堆肥 3.5t/10a
ソフトシリカ 200kg/10a
マインマグＣ 45kg/10a         
有機ペレット888T 12kg/10a
ぶどう専用853 9kg/10a
千代田化成 2.3kg/10a
尿素入IBS1 0.6kg/10a
メリット青 2.1ℓ/10a
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炭化器の使い方

株式会社モキ製作所HPより

（次ページ参照） （次ページ参照） （次ページ参照）

（次ページ参照） （次ページ参照）

太いせん定枝は直ぐに
炭にせず、少し乾かし
て燃えやすくした方が
効率的です。



４.炭化開始〜５.炭化最終段階

10分後５分後

５分後

７.消化〜８.炭化完了

水で消化 蓋をする

隙間から空気がもれないよう、
土でふさぐ（下からもれる場合
も同様にふさぐ）
この状態で一晩放置

新井範氏園での実演(R4 11/7)



クビアカスカシバの生態

発生は６〜８月で、ピークは6月下旬〜7月上旬
に羽化し8月下旬頃まで産卵が続く。

幼虫ははじめ乳白色であるが、齢が進むにつれ
て赤みを帯びてくる。幼虫は７月〜9月にかけて
主管部または主管部に近い棚上の枝の粗皮下を溝
上に食害する。

維管束部を溝上に食害するので樹勢は衰え、樹
整数が多いと若木などでは枯死に至る。

終齢幼虫（体長３〜４㎝）は秋に地上におり、
土中に繭をつくりその中で幼虫で越冬する。

クビアカスカシバの対策

<耕種的防除＞
虫糞やヤニを目安に確認、早めに捕殺する。
粗皮剥ぎは散乱抑制などに効果的である。
土中浅く越冬するので、落葉後12月頃中耕する。

＜薬剤防除＞
フェロモントラップを５月下旬頃から設置し、捕

獲されたら薬剤を主枝、亜主枝、主幹部にかかるよ
う散布する。


